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緩和ケアセンター新メンバー ご紹介

管理栄養士 岡本 さやか

6月より緩和ケアチーム（PCT)の担当となり
ました、管理栄養士の岡本です。患者さんに食
べる喜びを感じてもらえるよう、食事調整を
行った方は、個別栄養食事管理加算（70点/
回）を算定しています。栄養剤の付加や摂取量
確認のお願いなどでスタッフへ声をかけること
がありますので、よろしくお願いします。

看護師 内川 弥生

看護管理室に配属され、主に緩和ケアセン
ター外来業務を担当しています。大学時代に地
域看護学と看護研究に興味を持ち、地域に根付
いた看護を志すようになりました。緩和ケア病
棟の経験と看護学校での教員経験を活かし、専
門性の高い緩和ケアが提供できるよう日々精進
してまいります。緩和ケアは、がんと診断され
た時から患者・家族に寄り添っていくことが大
事です。今後もさまざまな診療科の方と連携し、
「緩和ケアに相談してよかった。」と思ってい
ただけるような看護を実践していきたいです。

がんセンター・緩和ケアセンターの
ポスターができました

10月3日（月）～7日（金）
「ホスピス緩和ケア週間」
イベントを開催しました。

薬剤師 藤谷 千紘

6月からPCTに参加するようになりました、
薬剤師の藤谷です。普段は外来化学療法セン
ターにて薬剤指導を行っています。患者さんが
少しでも痛みや不安を感じずに、安心して生活
できるようにサポートできたらいいなと思いま
す。薬について相談があればいつでも声をかけ
てください。よろしくお願いいたします。

開催期間中には、緩和ケアに関連した動画上映、ポ
スター展示、パンフレット等の配布を一階外来ロビー
で行いました。お立ち寄りいただいた方からは、「が
んじゃないけど緩和ケアは皆必要ですよね。」「いず
れは最期の時のことを考えなきゃいけないと実感しま
した。」などの言葉をいただきました。また、当院で
ご家族を亡くされたご遺族が外来に来られていて、当
時の思い出など故人を偲びながらお話をさせていただ
く場面もありました。今後も、早期からの緩和ケア～
エンド・オブ・ライフ・ケア、ご遺族のサポートも含
め、緩和ケアがより身近になるように普及や啓発活動
に取り組んでいきたいと考えています。


